




































































































































































































モード 空　　中　線　　走 査　　の　　流　　れ 所要時問
通常モード ①SRm→→→→→→→→→→→②CAPPI→→→③SRHI→④PPI→⑤SRHI→⑥PPI
2rpm 15叩m ①に同じ　2叩m　①に同じ6rpm
ELポー168。 EL16step EL20’ EL2．2。 10分












15rpm 15rpm 3rpm 3rpm























18 dua1観測 レ 塊状・筋状のエコーが多く進入． 冬型
3鶴O 1同上．降雪続く． ↓6 dua1観測 ダ エコー少な目，孤立，停滞気味． ↓
12 1孤立，バンド状．降雪． 最盛期
18 デ エコー停滞．星が見えることもある． ↓
4出O 1丘陵を越えたところで強まるエコー． ↓6 タ 筋状エコー．天気雪． ↓
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2140 18．6 277．2 一15．5
1640 17．3 277．8 一14．6
1140 15．0 280．4 一13．O
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図8　　19時44分における4高度のCAPPI面上のV、分布．影をつけた部分はエコー強度20
　　　dBZ以上を表す．図1に示した正方形の区域を切り出したものであり，ドップラーレ
　　　ーダーは右下である．記号Sをつけた部分は図4，図6に示した区域である．等値線
　　　は8m／s毎であるが，エコーAについてはV。’＝0に相当する等値線を描いてある．
　　　“十”，“一”はこれを境としたV。’の符号である。本文参照．
Fig．8　Mu1ti　CAPPI　cross　section　of　VD　at1944LST．Ref1ectivity　more　than20
　　　dBZ　is　shaded．　Presented　area　is　the　square　indicated　in　Fig．1．　Dopp1er
　　　radar　is　on　the　right　under．　The　strip　noted　by“S”indicates　the　area　of
　　　Fig．4and　Fig．6．V，contour　lines　are　chosen　by　the　interval　of8m／s．
　　　Contour1ine　equiva1ent　to　VD’＝O　is　a1so　drawn　in　echo　A。　“十”and“一”
　　　are　signs　of　VD’．See　text．
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度1140mではV。＝一13m／sの等値線）が一致する．3高度のV、’分布が一致するということ
は，エコーAの丘陵地形による強化の過程で厚さ1500m以上にわたる気流が一様な影響を受
けていることを意味する．P，qはともにエコーAにおける収束を示唆し，丘陵上でのエコ
ーAの強化に強く関わっていると思われる．
5．ま　と　め
　1989年1月から2月にかけて，山形県北部において，気象研究所，北海道大学低温科学研
究所，国立防災科学技術センターの3機関による降雪雲の共同観測が行なわれた．日本海上
から内陸までの降雪雲を対象として，3台のドップラーレーダーによる観測，ゾンデ観測，
および地上観測が同時に展開された．国立防災科学技術センターは，新しく導入したドップ
ラーレーダーを新庄盆地に設置し，降雪雲の地形による変質をとらえることを目的として観
測を行なった．
　新庄盆地からのドップラーレーダー観測によって，出羽丘陵上で地形効果により強化され
たエコーが観測された．エコー内部のドップラー速度V、は，中心でlV，1が小さく南北のへ
りでlv．1が大きいという分布を示した．このエコーが丘陵上で強化されたときには次の’よ
うな特徴を持っていた．
　1）東西に長いエコーの中に2km～3km問隔で対流性のエコーセルが並んでいる．
　2）エコーの中心部と南北のへりとの問で6m／sもの差がある特徴的なドップラー速度分
　　　布を持つ．
　3）ドップラー速度から，エコーAに伴って乱された成分を求めたところ，1140m，1640
　　　m，2140mの3高度でその分布の一致がみられた．
　ここでは，1989年の観測内容と新しいドップラーレーダーで“見えた”現象の紹介を目的
とした．この観測では5分問隔の3次元走査をはじめとして時問・空問分解能がともに高い
データがエコー強度，ドップラー速度，ドップラースペクトル幅の3成分について得られて
いる．今後の課題として，気象研究所，低温科学研究所の観測データも導入し，ドップラー
速度の3次元分布から降雪エコーの気流構造を明らかにすること，さらにその気流構造と降
雪粒子の成長過程との関係を明らかにすることなどがあげられる．
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